
NPO法人「成田・里山を育てる会」では、手入れの届かなくなった山林の下草刈り
などの作業を行うことにより、身近な自然である里山の保全を図っています。
今回、健康と自然との関わりについて考えるために、次のとおり里山についての
講演会を開催します。
日　時＝8月15日（日）午後1時～3時
会　場＝市役所6階大会議室
テーマ＝「元気で長生き」の道を探る（自然と森の効用を含めて）
講　師＝久保田和彦さん（東京理科大学名誉教授・薬学博士）

8月　ふるさとカレンダー 
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広 報 “ 明 日 の 輝 き ”成 田 か ら  

第3回成田キッズ＆ジ
ュニアトライアスロン
大会（午前8時15分・
中台運動公園）

ながさき平和の日 介護予防教室（24日
も／午後1時30分・保
健福祉館）

こころの健康相談（午
後1時30分・保健福祉
館）
レディース・トレーニ
ング・DAY（午前9時30
分・市体育館）

パパママクラス（午後
1時・保健福祉館）
2歳児歯科健診（午後1
時・保健福祉館）
のびのびシルバーセミ
ナー（午前9時30分・
市体育館）

ボランティア研修講演
会（午後1時30分・保
健福祉館）

タウン・ミーティング
（午前10時・市役所ロ
ビー）
屋形船による印旛沼自
然観察会（午前9時・印
旛沼）

成田ふるさとまつり
（22日も・成田ニュー
タウン西口大通り）
こども工作教室（午前
9時30分・橋賀台公民
館）

成田オープンソフトテ
ニス大会（午前9時・中
台テニスコート）

手話奉仕員養成講座
（全24回／午後2時・
保健福祉館）
献血（午前10時・市役
所ロビー）

トールペインティング
教室（午前9時30分・
中郷公民館）
パソコンで絵ハガキ作
成教室（28日まで／午
後1時・中央公民館）

第6回合併協議会（午後
2時・成田エクセルホ
テル東急）
3歳児健診（午前9時・
保健福祉館）

なつやすみおはなし会
（午前10時15分・市立
図書館）

10カ月児育児相談（午
前9時・保健福祉館）
市民ゴルフ大会・男子
の部（白鳳カントリー
倶楽部）

4カ月児育児相談（午前
9時・保健福祉館）

市の人口
7月1日現在（ ）内は前月比

総人口　98,728人（＋105）

男　　50,013人（＋048）

女　　48,715人（＋057）
総世帯　41,086戸（＋048）

立秋

●編●集●後●記●
JR成田駅から市役所前を通って国道51号へ向かうと、道
の両脇の花壇やフラワーバスケットに四季を通じて色とり
どりの花が植えられ、道行く人の目を楽しませてくれます。
実はこの花を管理しているのが本号のトピックス（9ページ）
で紹介した「なりた花の会」の皆さんです。花をきれいに咲
かせ続けるには植え替えはもちろんのこと、水やり・花が
ら摘み・除草・施肥といった作業が欠かせません。成田の
玄関ともいえる場所に花が絶えないのは、会員の皆さんの
目に見えない苦労があればこそ。この次はどんな花が植え
られるのか、今から待ち遠しくなってきました。

成田市のホームページ http://www.city.narita.chiba.jp

広報なりたは再生紙（古紙配合率70％、白色度85％）を使用しています。

広島平和記念日
こども絵手紙教室（午
前9時・遠山公民館）

親子工作教室（午後1
時・成田公民館）

処暑

高校生・勤労青少年バ
レーボール大会（午前
8時30分・西中体育
館）
夏季バレーボール大会
（市体育館）

夏休みボランティア教
室（4日まで／午前10
時・保健福祉館）
広島・長崎被爆写真展
（16日まで・市役所ロ
ビー）

慰霊流灯大法会（午後
6時・東和田駐車場）
水墨画・工作教室（7日
まで／午後1時30分・
公津公民館）

古謝美佐子＆夏川りみ
コンサート（午後6時
30分・国際文化会館）
親子市内施設見学会
（午前9時・日本航空整
備工場など）

1歳6カ月児健診（午前
9時・保健福祉館）

終戦記念日
里山についての講演会
（下記参照）

成田オープン卓球大会
（午前9時・市体育館）
普通救命講習会（午前
9時・三里塚消防署）

15日は「里山についての講演会」

あなたも、浴衣で
出かけてみよう

国際交流の輪も
広がります

※参加費は無料です。参加を希望
する人は、当日直接会場にお越
しください。くわしくは農政課
（120-1541）へ。

身近な自然を大切に


